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１ 主体性の育成 

知的障害者には、主体的に仕事や趣味に取組むことが苦

手な人たちがいる。特別支援学校卒業後の人生が最も長い

が、主体性の弱さが職域の拡大などを困難にしている。ま

た、自身も職場も、知的障害者の知的な成長を前提にして

いない場合があり、当事者の自主的な努力も、職場での研

修等の実施も限定的である。さらに、主体性の欠如は、当

事者が幸福な人生を生きるという観点からも残念である。 
そこで、NPO法人ユメソダテは、東急百貨店たまプラー

ザ店チームえんちか（以下「職場」という。）の協力を得て、

その 20 代半ばのメンバー７名を対象として、2020 年２月

から、主体性育成を目的として、夢を育て、夢に向かった

能力開発の試みを行った（現在も継続中）。この夢育ての考

え方を、2000 年の ICF 国際生活機能分類に位置づけると

以下のようになる。 

 
図１ “夢育て”の ICF国際生活機能分類上の位置づけ 

  

２ 夢の育成 

(1) 夢育ての方法 

ベネッセ教育総合研究所などで示されている夢の発達

段階仮説に基づき、以下の方法で夢を育てる試みをした。 

ア 傾聴、夢の種集め 

障害当事者に、自身の人生が楽しく幸せだった時と、そ

うでない時について、人生曲線と呼ばれる時系列の線を描

いてもらい、その曲線に沿って、語り得るだけの人生を語

ってもらい傾聴することから始めた。傾聴の中で、辛かっ

た経験も語られるが、その当事者が幸せだったこと、嬉し

かったこと、好きなことや人も語られる。ここで語られた

前向きな材料を、「夢の種」と呼んでいる。 

イ 夢の種の選別 

こうして拾い集めた夢の種を表にまとめ、それぞれの種

から、本人に連想したり、やってみたいことを挙げてもら

ったりして、当事者の思いの強い種、夢に育ちそうな種を

選別し優先順位をつけて貰った。 

ウ 伴走 

次に、優先順位の最も高い夢の種に沿って、関連する場

所に一緒に行ったり、体験したり、その分野の先輩の話を

聞く機会を設けるなどして、夢の種を育てる伴走活動をし

た。そして種が育ったところで、自身の夢を語ってもらっ

た（以下「夢語り」という。）。 

エ 未来語りのダイアローグ 

最後に、家族や親友などに同席してもらい、あたかも夢

が実現した未来にタイムワープした設定で、夢の実現まで

の流れを、過去のことのように語ってもらう未来語りのダ

イアローグを実施した。これは、一種の予祝であるととも

に、夢に向けて、自分自身に何ができるのか、周囲の協力

をどう取り付けていくのかのシミュレーションともなる。

未来語りのダイアローグについては、戸田周公氏から指導

を受けた。 

(2) 夢語り 

職場の３名の夢育てを行い、夢語りを動画にまとめ、家

族や職場で見て頂くとともに、了解を得てYoutube で公開

した（Shunsuke: https://youtu.be/WJFeRNwMHrQ、

Takumi: https://youtu.be/var8uNVMUPg、Manami（五

十嵐理美氏担当）: https://youtu.be/kksL6KwMEU8）。 

 夢語り動画を見て貰うことを通じて、自らの思いを周囲

に伝え、周囲が関心を持ってくれること、協力的であるこ

とを認識し、自身の望みを目指して良いのだということを、

それぞれが感じ理解してくれた。また人との交流の中で、

それぞれが夢を進化させていた姿が印象的であった。ベネ

ッセ教育総合研究所は、最初の夢は荒唐無稽なものである

ことが多いが、人との交流の中で、何度も夢を再定義する

中で、現実的な人生の目標に生まれ変わっていくのが一般

的であるとしているが、知的障害者はこのプロセスがなか

なか進まない傾向にある。しかし今回の経験を経て、彼ら

の夢が生まれ変わらないのは、人間関係が乏しいからであ

って、知的能力の問題ではないと感じた。 

 
３ 伸びしろをはかり、伸ばし方を知ること 

(1) 学習潜在力評価法（LPAD） 

知的障害者は認知機能に凸凹があり、その得意を伸ばし、

苦手を軽減することは、夢に向けて主体的に生きていく力
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になる。そこで当事者の認知機能の凸凹のプロファイルを

調べるとともに、その伸びしろと伸ばし方を知るために、

Feuerstein Instituteの学習潜在力評価法（以下「LPAD」

という。）を用いて職場の７人全員の認知上の凸凹と、凹部

分の伸ばし方を検討した。この方法は、知覚、概念使用、

各種推論、２つ以上の情報処理、分析と統合、表象、絵・

図・言葉間の優位性、比較、計画、空間認知、知覚の統合、

数的推論、帰納的・演繹的思考、言語記憶、表象操作、正

確性、スピード等を各種のテストで評価する点は、既存の

アセスメント手法と似ている。しかしLPADでは、被験者

が間違えたり、分からなかった問について、実施者が少し

ずつヒントを与えていき自ら解法に気づき全問正答するま

で伴走する（これを「媒介」と呼ぶ）。また媒介後に再度同

レベルの設問を解かせることで伸びしろを測るといったこ

とも行い、その時点での能力を測るというよりも、思考過

程と伸びしろ、そして伸ばす方法に力点を置いており

Dynamic Assessment と呼ばれている。この方法を用いる

ことの利点は、第１に被験者を理解に導く方法を探れるこ

と、第２に被験者が全問理解した充実感を持って前向きな

気持ちで試験を終えられること、そして第３に本人、家族、

職場の上司等に具体的な改善方法を提案することができる

ことの３点であり、長時間を要する欠点はあるものの、筆

者はこの方法が夢育てに適していると判断し採用した。 
(2) 評価結果 

職場の７名の知的障害者全員に対し、2020年12月～2021

年３月までの間、一人ずつLPAD を実施し、その認知機能

の凸凹として以下のようなプロファイルを得た。 

 
図２ 職場メンバー全員の認知機能プロファイル 

 
対象者７名それぞれに、具体的な改善方法の提案を含む

LPAD レポートを作成し、2021年３月職場の上司に提出し

た。職場の上司から、本人と家族に同レポートをお渡し頂

くとともに、概要をご説明頂いた。加えて、各人の認知機

能の向上の最初の手がかりとして、一人一人にプレゼント

をした。量としての数の把握が難しい人には水道方式の教

材を、言葉の苦手な人にはことばの学習ドリルを、片眼視

の人にはビジョントレーニングの教材を、そして他の４名

のメンバーには、分析と統合といったプロセスそのものと

言える読書を推奨する観点から本、「13 歳から分かる！七

つの習慣 自分を変えるレッスン」（以下「本」という。）

を贈った。 
 

４ 夢に向けて 

各メンバーと家族、そして職場の上司は、各人が知的に

成長しうることと、その方法をこのレポートで知り、プレ

ゼントした教材や家庭で独自に購入した教材等を使って積

極的に取り組んでくれている。 
特に、職場の上司の主催で、2020年５月「本」の読書会

が立ち上がり、月１回程度の実施が継続している。先の本

をプレゼントしたメンバーだけでなく、全員が自主的に購

入し、全員が自宅で１章ずつ音読してきて、職場で輪読し、

その内容について自身の経験や人生展望に照らして意見を

述べ合う会で、全員が活発に発言し、この会を楽しみにし

ている。職場や家庭と協力関係ができ、メンバーの主体性

の育成と、積極的な職場づくりに貢献していることが肌で

感じられる素晴らしい会となっており、現在も継続中であ

る。このような職場文化は、チームとして新しい仕事へチ

ャレンジすることにも効果を発揮している。 
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